
海老名市教育委員会

（令和７年 ８月 定例会議事日程）

日時 令和７年８月２１日（木）

午後３時３０分から

場所 えびなこどもセンター ２階 201会議室

【教育長報告】

【審議事項】

１ 議案第２４号

２ 議案第２５号

【報告事項】

３ 報告第１８号

４ 報告第１９号

５ 報告第２０号

６ 報告第２１号

７ 報告第２２号　日程第 条例の一部改正に係る意見の申出について（海老名市学校給食
費に関する条例）

　日程第 令和６年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関
する部分に係る意見の申出について

　日程第 工事請負契約の締結に関する意見の申出について

　日程第 令和７年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第４号）のう
ち教育に関する部分に係る意見の申出について

　日程第 令和７年度（令和６年度対象）教育委員会事務の点検・評価に
ついて

　日程第 海老名市立図書館条例施行規則の一部改正について

　日程第 海老名市学校給食費に関する条例の一部改正について



海老名市教育委員会 

８月 定例会 

【教育長報告】 

１ 主な事業報告 

  ７月２４日（木） 教育委員会７月定例会 

           教育課題研究会 

           子育て支援チーム会議 

           市主催教職員研修 

     ２５日（金） 市長定例記者会見 

            フルインクルーシブ教育対話の場 

（えびな支援学校教職員） 

            市主催教職員研修 

     ２６日（土） 教育支援教室びなるーむ同窓会 

     ２７日（日） ぼちぼち不登校生徒のための進路相談会 

２９日（火） 新発田市防災キャンプリーダーズ研修訪問団見送り 

          社会教育委員会議 

          文化財体験講座石器づくり 

          県央地区教育課程研究会（生活科） 

   ３０日（水） 新発田市防災キャンプリーダーズ研修会視察 

   ３１日（木） 新発田市防災キャンプリーダーズ研修会視察 

 

 ８月 １日（金） 小学生姉妹都市交流白石市訪問団表敬訪問 

          ・柏ケ谷小学校での学校交流 

          市主催教職員研修 

           富士フイルム AFC ミネルヴァ面会 

      ２日（土） 関東甲信越肢体不自由児者父母の会神奈川大会 

            海老名市戦没者追悼式 

      ３日（日） 総合教育会議（つちのこ保育園） 

      ４日（月） 市主催教職員研修 
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    ５日（火） 小学生姉妹都市交流白石市訪問団見送り 

            えびなの教育編集会議 

      ６日（水） 神奈川県特別支援学校知的障害教育研究会 

           リコージャパン面会 

７日（木） 大岩元校長先生叙勲伝達式 

           チーム海老名面会 

     ８日（金） 海老名市議会第４回臨時会 

           校長会学校予算要望事前調整 

     ９日（土） 今泉小学校児童急増に係る保護者・地域説明会 

           不登校支援団体「学びのビュッフェ」 

    １７日（日） 太田市との中学生文化スポーツ交流（バレーボール） 

    １８日（月） 文化財保護審議会 

           最高経営会議 

           教育課題研究会 

           フルインクルーシブ教育調査研究部会 

           二十歳の祝典実行委員会 

    １９日（火） 終戦 80 年 海老名の平和教育 

～未来への伝言 被爆ピアノの音色が伝えるもの～ 

    ２０日（水） 子育て支援チーム会議 

           通学路安全対策委員会 

    ２１日（木） 教育委員会８月定例会 

           教育課題研究会 

           市長定例記者会見 

           市主催教職員研修 
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 「学校教育計画」 

  教育は、計画的に行うものです。 

  各学校では、学校教育目標を達成するための学校教育計画を年度ごとに立てて、

それを実践します。 

  計画策定にあたっては、まずは、校長が、学校教育目標達成のための考え方と

して、学校経営方針を教職員に示して共通理解を図ります。 

  教職員は、それを受けて、自らの公務分担（校務分掌）により具体的な年度計

画を作成し、それを職員会議で協議・決定し、学校教育計画としてまとめます。 

  例えば、教育課程の担当者は、一年間の授業日数・授業時数を計画します。 

  各行事の担当者は、遠足や修学旅行、運動会や文化発表会（合唱祭）などの行

事の計画を立てます。 

  保健安全の担当者は、健康診断や保健指導、避難訓練などの計画を立てます。 

  校内研究の担当者は、教職員が取り組む授業研究などの計画を立てます。 

  などなど、年度ごとのすべての学校教育活動が「学校教育計画」として、一冊

にまとめられるのです。 

それをもとに、学校は、計画的に運営されているのです。 

   

  ただ、私が教員になった昭和の時代は、学校教育計画は、毎年、担当者が日付

だけを変えて提案し、計画の内容は、ほとんど変わることはありませんでした。 

  毎年、同じことを繰り返して、校長の力量は、まさに管理して、例年どおりに

学校教育計画に沿った学校運営ができるかどうかで判断されていました。 

  そのため、私が指導主事として市役所で仕事するようになった３０年ほど前は、

教育委員会からの新たな施策や事業は、校長会議でそれを受けてもらうのは、厳

しい状況でした。 

   

  そして今は、平成、令和と社会環境の急激な変化の中で、こどもたちや学校を

取り巻く環境が変わり、同じことを毎年繰り返す学校教育、学校教育計画では、

学校が社会から取り残される懸念が出てきました。 

  その中で、校長のリーダーシップによる学校経営が求められるようになりまし

た。学校を管理運営する役割から、学校を経営する役割が、校長の力量となった

のです。 

  私は、その頃、教育委員会にいて、その後、学校（有馬中学校）に一度もどっ

て、今、この職にいるのですが、次々と、新たな施策や事業に取り組むことにつ

いて、顔を合わせる機会があると、よく先輩たちから苦言をいただきました。 

  「教育は不易と流行だよ」「教育の大事なことを忘れていませんか」と。 
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  しかしながら、私としては、「不易と流行」については、私なりの考え方があ

り、それ以上に、職として、学校が、校長にリーダーシップとコーディネーター

力により、こどもたちはもちろん、教職員、保護者・地域の方々とともに、みん

なで学校づくりを進める教育の姿をめざしてきたところです。 

 

  あらためて、教育は計画的に行うものです。 

  そのため、各学校の学校教育活動を行うにあたっては、学校ごと「学校教育計

画」を策定し、教育実践を進めなければなりません。 

  ただし、「学校教育計画」は、職務として、校長の学校経営方針をもとに、そ

れぞれの学校教育目標を達成するために、教職員が一丸となって策定するのもで

すが、こどもたちの実態や地域の特色を考慮し、保護者や地域の方々の思いや考

え方を反映して策定することが必要となります。 

  そして、その計画をもとに、みんなで学校づくりに取り組むことから、「学校

教育計画」が、保護者や地域の方々の承認を受けて、周知されることが求められ

るところです。 

  また、計画を立てるとそのとおりに進めることが第一目的となる傾向がありま

すが、計画はあくまで計画であり、年度途中であっても、教育活動に支障がある

場合や事業へのよりよい提案があった場合などは、その都度、計画を見直し・改

善することを、あらかじめ、確認することが求められるところです。 

 

  今年度の各学校の「学校教育計画」は、どのようなものでしょうか。 

  私としては、それをもとに、各学校で、こどもたち、教職員、保護者・地域の

方々が連携・協力して、みんなで取り組む特色ある学校づくりが進められること

を期待するところです。 

 

                            以上です。 
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議案第２４号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　令和７年度（令和６年度対象）教育委員会事務の点検・評価を決定し、報告書を

作成したいため

令和７年度（令和６年度対象）教育委員会事務の点検・評価について

令和７年度（令和６年度対象）教育委員会事務の点検・評価について、議決を求

める。

令和７年８月21日提出

　提案理由

-1-



 
令和７年度（令和６年度対象）教育委員会事務の点検・評価について 

 

 

１ 趣 旨 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条に基づき、令和７年度（令

和６年度対象）教育委員会事務の点検・評価を決定し、報告書を作成したい。 

 

２ 点検・評価報告書案 

  別冊「令和７年度（令和６年度対象）教育委員会事務の点検・評価報告書」

のとおり 

 

３ 今後のスケジュール 

令和７年８月21日   定例教育委員会 決定 

    ９月５日   政策会議 報告 

    ９月29日   最高経営会議 報告 

    同日以降   市議会に提出 

           ホームページで公表 
 

４ 関係法令（抜粋） 

 

  ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等) 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第１項の規定

により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第

４項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。)を含む。)の管

理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学

識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

令和７年８月 2 1 日 

定例教育委員会資料 

教 育 総 務 課 総 務 係 
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議案第２５号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　指定管理者が教育委員会の承認を得て、図書館資料の館外貸出期間及び貸出数を

変更できる規定の追加及び字句の軽微な修正を行うため

海老名市立図書館条例施行規則の一部改正について

　海老名市立図書館条例施行規則の一部改正について、議決を求める。

令和７年８月21日提出

　提案理由
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海老名市立図書館条例施行規則の一部改正について 
 
 
１ 概要 

図書館システムの更新に伴いシステム停止期間が発生するため、停止期間内に

おける図書の貸出期間等に特例を定めることで、利用者への便宜を図る。 

改正にあたっては、今後も同様の事例が発生する可能性等を踏まえ、迅速な対

応を行えるよう指定管理者が教育委員会の承認を得ることで貸出期間等を変更

できる規定に改正するほか、軽微な字句の修正等もあわせて行う。 

 
２ 改正内容 

  別添改正文及び新旧対照表のとおり 

 
３ 施行日 

  令和７年９月１日 
 
４ 今後の予定 

  令和７年８月21日  定例教育委員会で審議 

      ９月５日  政策会議で報告 

      ９月29日  最高経営会議で報告 

令和７年８月21日 

定例教育委員会資料 

学び支援課学び支援係 
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   海老名市立図書館条例施行規則の一部を改正する規則 

 

 海老名市立図書館条例施行規則（昭和５９年教委規則第３号）の一部を次のとおり

改正する。 

 

 第３条及び第４条中「の各号」を削る。 

 第１０条中「著作権法」の次に「（昭和４５年法律第４８号）」を加える。 

 第１１条第３号中「前各号」を「前２号」に改める。 

 第１２条中「の各号」を削る。 

 第１３条第１項の表中「貸出期間」を「館外貸出期間」に改め、同条第３項中「館

外貸出し期間」を「館外貸出期間」に改め、同条第４項中「貸出期間」を「館外貸出

期間」に改め、同条に次の１項を加える。 

５ 前各項に定めるもののほか、指定管理者は、特に必要があると認めるときは、教 

 育委員会の承認を得て、図書館資料の館外貸出期間及び貸出数を変更することがで 

 きる。 

 第１６条第２項中「必要があると認めるとき」を「特に必要があると認めるときは、

教育委員会の承認を得て」に改める。 

 第１８条中「第１８条」を「第１６条」に改める。 

 

   附 則 

 この規則は、令和７年９月１日から施行する。 
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料
の
相
互
利
用
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(８

) 
読
書
会
、
講
習
会
、
鑑
賞
会
等
の
開
催
及
び
奨
励
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(９

) 
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
け
る
視
聴
覚
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
並
び
に
視
聴
覚
資
 

 
 
 
料
及
び
視
聴
覚
機
材
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(１

０
) 

学
校
及
び
社
会
教
育
施
設
等
と
の
連
絡
及
び
協
力
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(１

１
) 

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
図
書
館
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
務
事
業
 

 
（
有
馬
図
書
館
の
事
業
）
 

第
４
条
 
有
馬
図
書
館
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。
 

 
(１

) 
図
書
館
施
設
の
維
持
管
理
及
び
館
内
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(２

) 
図
書
館
資
料
等
の
購
入
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(３

) 
図
書
館
資
料
の
閲
覧
、
館
外
貸
出
し
及
び
予
約
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(４

) 
図
書
館
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(５

) 
読
書
案
内
、
調
査
研
究
等
の
相
談
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(６

) 
他
の
図
書
館
と
連
携
し
、
図
書
館
資
料
の
相
互
利
用
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(７

) 
読
書
会
、
講
習
会
、
鑑
賞
会
等
の
開
催
及
び
奨
励
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(８

) 
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
け
る
視
聴
覚
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
並
び
に
視
聴
覚
資
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料
及
び
視
聴
覚
機
材
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(９

) 
学
校
及
び
社
会
教
育
施
設
等
と
の
連
絡
及
び
協
力
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(１

０
) 

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
図
書
館
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業
 

第
５
条
～
第
９
条
 
略
 

 
（
著
作
権
の
あ
る
図
書
館
資
料
の
使
用
責
任
）
 

第
１
０
条
 
複
写
し
た
複
製
物
の
使
用
に
よ
り
著
作
権
法
（
昭
和
４
５
年
法
律
第
４
８
号
）
上
の
問
 

 
題
が
生
じ
た
場
合
は
、
全
て
当
該
複
写
の
承
認
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
と
す

る
。
 

 
（
館
外
貸
出
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
）
 

第
１
１
条
 
図
書
館
資
料
の
館
外
貸
出
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
(１

) 
日
本
国
内
に
居
住
す
る
者
 

 
(２

) 
官
公
署
 

 
(３

) 
前
２
号
に
規
定
す
る
も
の
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で
市
内
に
活
動
の
本
拠
を
お
く
 

 
 
 
も
の
 

 
(４

) 
そ
の
他
指
定
管
理
者
が
特
に
認
め
た
も
の
 

 
（
館
外
貸
出
し
を
し
な
い
図
書
館
資
料
）
 

第
１
２
条
 
次
 
 
 
に
掲
げ
る
図
書
館
資
料
は
、
館
外
貸
出
し
を
し
な
い
。
 

 
(１

) 
貴
重
な
図
書
館
資
料
 

 
(２

) 
指
定
管
理
者
が
貸
出
し
す
る
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る
図
書
館
資
料
 

 
（
館
外
貸
出
期
間
及
び
貸
出
数
）
 

第
１
３
条
 
図
書
館
資
料
の
館
外
貸
出
期
間
及
び
貸
出
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
館
外
貸
出
期
間
 

貸
出
数
 

個
人
貸
出
し
 

14
日
以
内
 

10
点
以
内
 

団
体
貸
出
し
 

30
日
以
内
 

20
0点

以
内
 

 ２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
等
の
音
響
資
料
及
び
映
像
資
料
の
貸
出
 

 
し
は
、
個
人
貸
出
し
と
し
、
一
人
２
点
以
内
と
す
る
。
 

 
 
 
料
及
び
視
聴
覚
機
材
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(９

) 
学
校
及
び
社
会
教
育
施
設
等
と
の
連
絡
及
び
協
力
に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(１

０
) 

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
図
書
館
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業
 

 
第
５
条
～
第
９
条
 
略
 

 
（
著
作
権
の
あ
る
図
書
館
資
料
の
使
用
責
任
）
 

第
１
０
条
 
複
写
し
た
複
製
物
の
使
用
に
よ
り
著
作
権
法
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
の
問
 

 
題
が
生
じ
た
場
合
は
、
全
て
当
該
複
写
の
承
認
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
と
す

る
。
 

 
（
館
外
貸
出
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
）
 

第
１
１
条
 
図
書
館
資
料
の
館
外
貸
出
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
(１

) 
日
本
国
内
に
居
住
す
る
者
 

 
(２

) 
官
公
署
 

 
(３

) 
前
各
号
に
規
定
す
る
も
の
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で
市
内
に
活
動
の
本
拠
を
お
く
 

 
 
 
も
の
 

 
(４

) 
そ
の
他
指
定
管
理
者
が
特
に
認
め
た
も
の
 

 
（
館
外
貸
出
し
を
し
な
い
図
書
館
資
料
）
 

第
１
２
条
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
館
資
料
は
、
館
外
貸
出
し
を
し
な
い
。
 

 
(１

) 
貴
重
な
図
書
館
資
料
 

 
(２

) 
指
定
管
理
者
が
貸
出
し
す
る
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る
図
書
館
資
料
 

 
（
館
外
貸
出
期
間
及
び
貸
出
数
）
 

第
１
３
条
 
図
書
館
資
料
の
館
外
貸
出
期
間
及
び
貸
出
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
 
 
貸
出
期
間
 

貸
出
数
 

個
人
貸
出
し
 

14
日
以
内
 

10
点
以
内
 

団
体
貸
出
し
 

30
日
以
内
 

20
0点

以
内
 

 ２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
等
の
音
響
資
料
及
び
映
像
資
料
の
貸
出
 

 
し
は
、
個
人
貸
出
し
と
し
、
一
人
２
点
以
内
と
す
る
。
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３
 
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
貸
出
し
の
場
合
に
お
け
る
館
外
貸
出
期
間
 
は
、
当
該
 

 
図
書
館
資
料
に
つ
い
て
館
外
貸
出
し
を
希
望
す
る
も
の
が
他
に
い
な
い
場
合
に
限
り
、
当
該
貸
出
 

 
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
14
日
以
内
を
限
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 
指
定
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
図
書
館
資
料
の
館
外
貸
出
期
間
中
で
あ
っ
 

 
て
も
当
該
図
書
館
資
料
の
返
納
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
 

 
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
図
書
館
資
料
の
館
外
貸
出
期
間
及
び
貸
出
数
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
 

 
き
る
。
 

第
１
４
条
～
第
１
５
条
 
略
 

 
（
視
聴
覚
資
料
の
利
用
期
間
）
 

第
１
６
条
 
視
聴
覚
資
料
を
利
用
で
き
る
期
間
は
、
７
日
以
内
と
す
る
。
 

２
 
指
定
管
理
者
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
前
項
 

 
の
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
１
７
条
 
略
 

 
（
教
育
委
員
会
に
よ
る
運
営
管
理
）
 

第
１
８
条
 
条
例
第
２
１
条
に
規
定
す
る
読
替
規
定
は
、
こ
の
規
則
に
お
い
て
も
準
用
す
る
。
こ
の
 

 
場
合
に
お
い
て
、
第
８
条
か
ら
第
１
６
条
ま
で
（
第
９
条
、
第
１
０
条
及
び
第
１
４
条
の
２
を
除
 

 
く
。
）
の
規
定
中
「
指
定
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
 

 
（
補
則
）
 

第
１
９
条
 
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
貸
出
し
の
場
合
に
お
け
る
館
外
貸
出
し
期
間
は
、
当
該
 

 
図
書
館
資
料
に
つ
い
て
館
外
貸
出
し
を
希
望
す
る
も
の
が
他
に
い
な
い
場
合
に
限
り
、
当
該
貸
出
 

 
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
14
日
以
内
を
限
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 
指
定
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
図
書
館
資
料
の
 
 
貸
出
期
間
中
で
あ
っ
 

 
て
も
当
該
図
書
館
資
料
の
返
納
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第
１
４
条
～
第
１
５
条
 
略
 

 
（
視
聴
覚
資
料
の
利
用
期
間
）
 

第
１
６
条
 
視
聴
覚
資
料
を
利
用
で
き
る
期
間
は
、
７
日
以
内
と
す
る
。
 

２
 
指
定
管
理
者
は
、
 
 
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
前
項
 

 
の
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
第
１
７
条
 
略
 

 
（
教
育
委
員
会
に
よ
る
運
営
管
理
）
 

第
１
８
条
 
条
例
第
２
１
条
に
規
定
す
る
読
替
規
定
は
、
こ
の
規
則
に
お
い
て
も
準
用
す
る
。
こ
の
 

 
場
合
に
お
い
て
、
第
８
条
か
ら
第
１
８
条
ま
で
（
第
９
条
、
第
１
０
条
及
び
第
１
４
条
の
２
を
除
 

 
く
。
）
の
規
定
中
「
指
定
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
 

 
（
補
則
）
 

第
１
９
条
 
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。
 

  
 
 
附
 
則
 

 
こ
の
規
則
は
、
令
和
７
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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報告第１８号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　工事請負契約の締結に関する意見の申出について、急施を要したことから臨時に

代理し、行ったことを報告するため

工事請負契約の締結に関する意見の申出について

工事請負契約の締結に関する意見の申出について、海老名市教育委員会教育長に

対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定

により臨時に代理し行ったので、同条第２項の規定により報告する。

令和７年８月21日提出

　提案理由
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工事請負契約の締結に関する意見の申出について 
 
１ 概 要  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づき、海老名市長から意

見を求められたため、異論なしとして申出をした。 

 

２ 意見を求められた議会の議決を経るべき案件 

 (１)令和７年第４回海老名市議会臨時会 

工事請負契約の締結について（海老名市立海西中学校屋内運動場大規模改修工事及

び海老名市立東柏ケ谷小学校屋内運動場大規模改修工事） 
 (２)令和７年第３回海老名市議会定例会 

工事請負契約の締結について（海老名市立今泉小学校増築校舎整備事業） 
 
３ 教育長の臨時代理 

 (１)令和７年第４回海老名市議会臨時会 

７月30日付けで市長から意見を求められたが、その対応に急施を要したことから、

海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則第３条第１項の規定

に基づき、教育長が臨時に代理し、申出をした。 

 (２)令和７年第３回海老名市議会定例会 

８月15日付けで市長から意見を求められたが、その対応に急施を要したことから、

海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則第３条第１項の規定

に基づき、教育長が臨時に代理し、申出をした。 

 
４ 海老名市長からの文書 

  別添のとおり 
 
５ 教育委員会からの申出文書 

  別添のとおり 
 
６ 根拠法令（抜粋） 

 

 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分そ

の他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作

成する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 

令和７年８月 2 1 日 

定例教育委員会資料 

教 育 総 務 課 総 務 係 
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報告第１９号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　令和７年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第４号）のうち教育に関する部
分に係る意見の申出について、急施を要したことから臨時に代理し、行ったことを
報告するため

令和７年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第４号）のうち教育

に関する部分に係る意見の申出について

令和７年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第４号）のうち教育に関する部
分に係る意見の申出について、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に
関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定により臨時に代理し
行ったので、同条第２項の規定により報告する。

令和７年８月21日提出

　提案理由
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令和７年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第４号）のうち教育に関

する部分に係る意見の申出について 

 
 
１ 概 要 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づき、海老名市

長から意見を求められたため、異論なしとして申出を行った。 

 

２ 教育長の臨時代理 

令和７年第３回海老名市議会定例会に上程する補正予算案について、８月14

日付けで市長から意見を求められたが、その対応に急施を要したことから、海

老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則第３条第１項の

規定に基づき、教育長が臨時に代理し、申出を行った。 

 

３ 意見を求められた議会の議決を経るべき案件 

令和７年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第４号）のうち教育に関す

る部分 
 
４ 海老名市長からの文書 

  別紙のとおり 
 
５ 教育委員会からの申出文書 

  別紙のとおり 
 
６ 根拠法令（抜粋） 

 
 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に

係る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経る

べき事件の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかな

ければならない。 

令和７年８月2 1日 

定例教育委員会資料 

教育総務課総務係 
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報告第２０号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　令和６年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する部分に係る意

見の申出について、急施を要したことから臨時に代理し、行ったことを報告するた

め

令和６年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する部

分に係る意見の申出について

令和６年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する部分に係る意

見の申出について、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則

（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定により臨時に代理し行ったので、

同条第２項の規定により報告する。

令和７年８月21日提出

　提案理由
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令和６年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する 

部分に係る意見の申出について 
 
 
１ 概 要  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定に基づき、海老名

市長から意見を求められたため、異論なしとして申出をした。 

 
２ 教育長の臨時代理 

８月15日付けで市長から意見を求められたが、歳入歳出決算認定案は令和７

年第３回海老名市議会定例会本会議に上程予定であり、その対応に急施を要す

ることから、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則第

３条第１項の規定に基づき、教育長が臨時に代理し、申出をした。 

 
３ 意見を求められた議会の議決を経るべき案件 

令和６年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する部分 
 
４ 決算認定のうち教育に関する部分 

  別冊「令和６年度 教育部 決算説明資料」のとおり 
 
５ 海老名市長からの文書 

  別紙のとおり 
 
６ 教育委員会からの申出文書 

  別紙のとおり 
 
７ 根拠法令（抜粋） 

 

 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に

係る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経る

べき事件の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかな

ければならない。 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 2 1 日 

定例教育委員会資料 

教 育 総 務 課 総 務 係 
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報告第２１号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　海老名市学校給食費に関する条例の一部改正について、急施を要したことから臨

時に代理し、行ったことを報告するため

海老名市学校給食費に関する条例の一部改正について

海老名市学校給食費に関する条例の一部改正について、海老名市教育委員会教育

長に対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の

規定により臨時に代理し承認したので、同条第２項の規定により報告する。

令和７年８月21日提出

　提案理由
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年額
特例適用後
の年額

差額
(公費負担額)

年額
特例適用後
の年額

差額
(公費負担額)

小学校 56,900円 49,500円 7,400円 59,675円 49,500円 10,175円

中学校 68,400円 59,400円 9,000円 73,800円 59,400円 14,400円

改正前 改正後

 

海老名市学校給食費に関する条例の一部改正について 

 

１ 趣旨 

（１）賄材料費の高騰に対応するため、海老名市学校給食費に関する条例で定める 

学校給食費について、所要の改正を行いたい。 

（２）保護者負担軽減のため、保護者負担額は現在の金額を維持したい。 

 

２ 改正概要 

  近年の物価高騰により学校給食の賄材料費も高騰しており、令和７年度について

は学校給食の質、量に影響が出ないよう、１食あたり小学校 40 円、中学校 50 円を

公費で負担しております。 

  しかしながら、主食・牛乳の急激な値上がりが要因となり、賄材料費の高騰が

想定を上回っていることから、学校給食費を改定し賄材料費を増額したいもので

す。 

また、保護者負担軽減のため、学校給食費の増額分については、引き続き物価高

騰に係る学校給食費の特例を規定し、保護者負担額は現在の金額を維持したいもの

です。 

 

※現在の１食あたり 308 円（小学校）、380 円（中学校）に、賄材料費高騰分を 

増額するものです。 

 

３ 施行期日 

  公布の日から施行する。 

 

４ 今後のスケジュール 

  令和７年 ８月 27 日 令和７年第３回市議会定例会上程 

議決後、公布 

令 和 ７ 年 ８ 月 2 1 日 

定例教育委員会資料 

就学支援課健康給食係 
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報告第２２号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　海老名市学校給食費に関する条例の一部改正に係る意見の申出について、急施を

要したことから臨時に代理し、行ったことを報告するため

条例の一部改正に係る意見の申出について（海老名市学校給食費に関

する条例）

条例の一部改正に係る意見の申出について、海老名市教育委員会教育長に対する

事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定により

臨時に代理し承認したので、同条第２項の規定により報告する。

令和７年８月21日提出

　提案理由
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条例の一部改正に係る意見の申出について（海老名市学校給食費に 

関する条例） 
 
 
１ 概 要  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づき、海老名市

長から意見を求められたため、異論なしとして申出をした。 

 

２ 教育長の臨時代理 

８月14日付けで市長から意見を求められたが、本件は令和７年第３回海老名

市議会定例会に上程するものであり、その対応に急施を要したことから、海老

名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則第３条第１項の規

定に基づき、教育長が臨時に代理し、申出をした。 

 

３ 意見を求められた議会の議決を経るべき案件 

海老名市学校給食費に関する条例の一部を改正する条例 
 

４ 海老名市長からの文書 

  別添のとおり 
 
５ 教育委員会からの申出文書 

  別添のとおり 
 
６ スケジュール 

  令和７年８月27日  令和７年第３回海老名市議会定例会 上程予定 
 
７ 根拠法令（抜粋） 

 
 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に

係る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経る

べき事件の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかな

ければならない。 

令和７年８月 21 日 

定例教育委員会資料 

教 育 総 務 課 総 務 係 
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議案第 号 

 

海老名市学校給食費に関する条例の一部改正について 

 

海老名市学校給食費に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 

 

  令和７年８月２７日提出 

 

 

 

海老名市長  内 野  優  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 食材費の高騰に伴い、学校給食費の額を改めたいため 
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海老名市学校給食費に関する条例の一部を改正する条例 

 

 海老名市学校給食費に関する条例（平成２３年条例第２０号）の一部を次のように

改正する。 

 

 附則第５項中「５６，９００円」を「５９，６７５円」に、「６８，４００円」を

「７３，８００円」に改める。 

 別表小学校の項中「５６，９００円」を「５９，６７５円」に改め、同表中学校の

項中「６８，４００円」を「７３，８００円」に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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（
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表
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新
（
改
正
案
）

 
旧
（
現
行
）

 
海
老
名
市
学
校
給
食
費
に
関
す
る
条
例
 

 本
則
（
略
）
 

 附
則
 

第
１
項
～
第
４
項
（
略
）
 

（
物
価
高
騰
に
係
る
令
和
７
年
度
に
お
け
る
学
校
給
食
費
の
特
例
）

 
５
 
令
和
７
年
度
に
お
け
る
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
小
学
校
の
項
中
「
５
９
，
６

７
５
円
」
と
あ
る
の
は
「
４
９
，
５
０
０
円
」
と
、
同
表
中
学
校
の
項
中
「
７
３
，
８
０
０
円
」

と
あ
る
の
は
「
５
９
，
４
０
０
円
」
と
す
る
。

 
 別
表
（
第
６
条
関
係
）
 区
分
 

年
額
 

小
学
校
 

５
９
，
６
７
５
円
 

中
学
校
 

７
３
，
８
０
０
円
 

備
考
 
こ
の
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
年
額
は
、
児
童
又
は
生
徒
１
人
当
た
り
の
額
と
す
る
。
 

 

海
老
名
市
学
校
給
食
費
に
関
す
る
条
例
 

 本
則
（
略
）
 

 附
則
 

第
１
項
～
第
４
項
（
略
）
 

（
物
価
高
騰
に
係
る
令
和
７
年
度
に
お
け
る
学
校
給
食
費
の
特
例
）

 
５
 
令
和
７
年
度
に
お
け
る
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
小
学
校
の
項
中
「
５
６
，

９
０
０
円
」
と
あ
る
の
は
「
４
９
，
５
０
０
円
」
と
、
同
表
中
学
校
の
項
中
「
６
８
，
４
０
０

円
」
と
あ
る
の
は
「
５
９
，
４
０
０
円
」
と
す
る
。

 
 別
表
（
第
６
条
関
係
）
 区
分
 

年
額
 

小
学
校
 

５
６
，
９
０
０
円
 

中
学
校
 

６
８
，
４
０
０
円
 

備
考
 
こ
の
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
年
額
は
、
児
童
又
は
生
徒
１
人
当
た
り
の
額
と
す
る
。
 

 

附
 
則
 

 
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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